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すばらしい１年に
きっとなる

お正月特大号！

謹賀新年

明けましておめでとうございます。

本年も、私たちの職場環境がより良いものになる
よう、皆様と共に執行部一同邁進してまいります。
みんなで力を合わせて、がんばっていきましょう。

新しい年が皆様にとって幸多き年となりますよう、
心を込めて。

新潟大学 旭町職員組合 執行委員長

< 新春プレゼント企画 >

毎年開催し、みなさまに好評をいただいております「新
春旗びらき（新年会）」ですが、残念ながら今年も新型コ
ロナの影響で中止とさせていただきます。
今回は、その代わりといたしまして、組合員のみなさま

全員に「図書カード」をプレゼントいたします。対象とな
るのは2023年１月の組合費納入者すべてです。
今月中をめどに、学内便でお送りさせていただきます。

どうぞおたのしみに。

旗びらきとは...

旭町職組が毎年開催している新年会です。執行部随一の
グルメメンバーが毎回お店を厳選しており、予約の取れな

い人気店や隠れた名店のコース料理が、組合員なら 破格
の安さで 参加できます（コロナ直前の2020年は「Bit」で
開催、￥5,000の飲み放題コースがなんと￥1,000に！）。
今回は残念でしたが、来年以降の開催をおたのしみに。
ほかにもまだまだ行事を考えていますので、「こんなイ

ベントがあったらいいな」という
意見があれば、ぜひ組合まで
（メアド上にあります↑）。



職員組合は、組合員全員の力で成り立っ
ています。今年もみんなで力を合わせて、
よい職場環境をつくっていきましょう。

< 報告：お歳暮・年末物資斡旋 >

昨年12月22日に開催しました「お歳暮・年末物資斡
旋」につきまして、皆さまからのご協力ありがとうござ
いました。今年度も大変好評で多くの方にご利用いただ
きました。当日はOBさんもいらして、商品の受け渡しを
手伝ってくださいました。こうやってまたお会いできる
のはうれしいことですね。
斡旋額が予算を上回りましたので、組合員の皆さまへ

還元させていただきます。お知らせしていました「組合
員１割引き」を「組合員３割引き」に変更いたします。
詳細は、後日お届けする明細書をご確認ください。
多くの方がご利用されることで、還元率が大きくなり

ます。毎回ご利用いただいている皆さまはもちろん、こ
れまで利用したことのない方、次回はぜひともご検討く
ださい。「そもそもお歳暮・年末物資斡旋って？」とい
う方はいつでも組合へお問い合わせを。
最後に、不手際や欠品等でご迷惑をおかけしましたこ

と改めてお詫び申し上げます。

< お忘れなく：高等学校入学祝金の申請 >

11月24日開催の「第６回定期大会」
に於いて、慶弔費規程改正案が承認さ
れました。実子および養子の入学祝金
の対象が、現行の小学校・中学校から
高等学校入学まで拡大しました。
2022年４月1日以降の高校入学に適用

されます。どうぞ忘れずに申請してく
ださい。

＜ 書記長コラム♯３ -チェロを聴いて- ＞

趣味でチェロをやっている友だちの演奏会を聴きに行った。
小学生から高齢者まで、同じ師匠のもとでチェロを学ぶ一門が、
それぞれ曲を披露する。子供たちはみな巧く、退職してから
チェロを始めた高齢者は巧くない人が多い。そういう演奏を聴
いて思うのは、大人の演奏は子供の発表会になってはいけない、
つまりある曲を練習して「ここまでできるようになりました」
という演奏になってはいけないということだ。下手でもいい、
こういう表現がしたい、こんな音楽を聴かせたいという意図が
あるものは心をうつことが多く、技術があるだけの演奏には感
心しかわいてこない。
それは同時に仕事にも言えることで、ただ知識を身につけ、

技術が進歩したところで、その仕事を通して何をやりたいのか、
そういう信念がなければ何のためにその仕事をしているのか、
何のために生きているのか分からなくなる。そういうことを考
えているとき、偶然１冊の本を読み返した。若松英輔『悲しみ
の秘義』（文春文庫）。前書きに良い言葉が書かれていたので
引用する。

当時勤めていた会社で、新しい、当時の私にとっては、と
ても大きな仕事を任されて浮き足だった状態だった。
想い出すのも嫌な自分がそこにいる。自分は何ができるの

かということばかりを考えていて、何をなさなければならな
いかをほとんど考えていなかった。心は自分の願望で一杯
だった。成し遂げたいと思うことで心は埋め尽くされていた。
一見すると希望にあふれた者のように見えてもそんなとき

人は、人生の問いから遠いところにいる。人は、自分の心の
声が聞こえなくなると他者からの声も聞こえなくなる。
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